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8月号（77-08）著者プロフィール 

1. 出身地 2. 出身高校 3. 出身大学 4. 研究テーマ 5. 最近思うこと 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊 8. 趣味 9. ごひいきの球団，チーム，番組 10. ホームページ 

 

●時評：データサイエンス教育が目指すもの 

 

北川 源四郎（きたがわ げんしろう） 

東京大学大学院情報理工学系研究科 特任教授 

1. 福岡県 

2. 福岡県立修猷館高等学校 

3. 1974年東京大学大学院理学系研究科博士課程中退，1983年理学博士 

4. 時系列解析 

5. 21世紀にまさかの侵略行為 

6. 吾唯足知 

7. シャロン・バーチュ・マグレイン 著，富永 星 訳，『異端の統計学ベイズ』，草思社 

8. 書道（青城） 

9. 福岡ソフトバンクホークス 

10. https://researchmap.jp/g-kitagawa 

 

 

●解説：アミロイドの脱凝集メカニズムを解明 

 

田中 元雅（たなか もとまさ） 

国立研究開発法人理化学研究所脳神経科学研究センター 

タンパク質構造疾患研究チーム チームリーダー 

1. 京都府 

2. 東大寺学園 

3. 1999年京都大学大学院工学研究科博士課程修了 

4. アミロイドの構造生物学，精神・神経変性疾患の病態解明 

10. http://motomasalab.riken.jp/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

中川 幸姫（なかがわ よしこ） 

国立研究開発法人理化学研究所脳神経科学研究センター 

タンパク質構造疾患研究チーム 特別研究員 

 

1. 長野県 

https://researchmap.jp/g-kitagawa
http://motomasalab.riken.jp/
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2. 長野県松本深志高等学校 

3. 2022年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了 

4. アミロイドの構造生物学，シャペロンによる脱凝集反応 

 

 

●解説：原子番号相関（ZC）分子模型の提案 

 

原野 幸治（はらの こうじ） 

国立研究開発法人物質・材料研究機構 

先端材料解析研究拠点 主幹研究員 

 

1. 山口県宇部市 

2. 私立久留米大学附設高等学校 

3. 2007年東京大学大学院理学系研究科博士課程修了 

4. 電子顕微鏡を使った分子科学研究 

5. つくばまでの通勤時間の使い方 

6. Chance favors the prepared mind. 

7. 馬場錬成，『大村智ものがたり〜苦しい道こそ楽しい人生』，毎日新聞出版 

8. 子供の趣味に振り回されながら色々やってみること 

10. https://samurai.nims.go.jp/profiles/harano_koji 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

中村 栄一（なかむら えいいち） 

東京大学大学院理学系研究科特別教授・名誉教授 

1. 東京都 

2. 私立東京教育大学附属駒場高等学校（現在の私立筑波大学附属駒場高等学校） 

3. 1978年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了，理学博士 

4. 有機化学 

 

 

●研究物語：第 2回ナノカーレース参戦記 

 

西野 智雄（にしの としお） 

奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学領域 

バイオ・テクノミメティック分子科学研究室 助教 

 

1. 大阪府 

2. 私立清風南海高校 

https://samurai.nims.go.jp/profiles/harano_koji
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3. 2016年名古屋大学大学院理学研究科博士後期課程修了，博士（理学） 

4. 分子マシンの合成・集積化 

5. 梅雨前の季節のいい時期が年々短くなっている様な気がする 

6. やってみなはれ 

7. 三島由紀夫，『若きサムライのために』，三島由紀夫 

8. サイクリング 

10. https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

安原 主馬（やすはら かずま） 

奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科物質創成科学領域 

奈良先端科学技術大学院大学デジタルグリーンイノベーションセンター 

准教授 

1. 滋賀県高島市 

2. 滋賀県立安曇川高校 

3. 2008年奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科博士後期課程短期修了，博士（理

学） 

4. 生体膜に作用する機能性分子の設計 

5. 芸術とサイエンスにおける共通の接点とは何か 

6. 美しいと感じるものを大切に 

7. 杉本博司，『アートの起源』，新潮社 

8. ホルン演奏，自転車，酒蔵訪問 

10.https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/member/kazuma/Kazuma_YASUHARA/Profile.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

RAPENNE Gwénaël（ラッペン ゲナエル） 

奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 教授 

トゥールーズ大学 教授 

1. ベルフォール（フランス）〔Belfort （France）〕 

2. Lycée Courbet (Belfort, France) 

3. 1998年フランス ルイ・パスツール大学修了，Doctorate of Science 

4. 分子機械 

5. 科学の進歩はすべての問題を解決することができます 

6. Do or do not, there is no try (Joda sensei in Star Wars) 

7. 村上春樹，『色彩を持たない多崎つくると，彼の巡礼の年』，文藝春秋 

8. 映画，読書 

9. アメリカのスポーツ（バスケットボール，野球…）には興味がありません．相撲が好きで

す． 

10. https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/index.html 

https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/index.html
https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/member/kazuma/Kazuma_YASUHARA/Profile.html
https://mswebs.naist.jp/LABs/biomimetic/index.html


 4 

 

●追悼：辻 二郎先生を偲びて 

 

萬代 忠勝（まんだい ただかつ） 

CDWライフサイエンス（株）研究所 所長 

倉敷芸術科学大学 名誉教授 

 

1. 岡山県津山市 

2. 岡山県立津山高校 

3. 1979年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了 

4. 新規水溶性補助基の開発 

5. 世の中何が起こるか分からないので，日本としてどう備えるべきか．特に戦争，疫病，大震

災などです． 

6. 化学者として独創性が第一，人間としては正直に生きることです． 

8. 家庭菜園作り，ドライブ，旅行など 

10. https://www.cdw-life-science.com 

 

 

●カガクへの視点 

 

松岡 雅忠（まつおか まさただ） 

福岡大学理学部化学科 准教授 

1. 山口県 

2. 山口県立下関西高等学校 

3. 2018年東京理科大学大学院科学教育研究科博士後期課程修了，博士（学術） 

4. 中学校・高等学校で活用できる化学実験教材の開発 

7. 田中芳樹，『銀河英雄伝説』，徳間書店 

8. 草刈り，漫画鑑賞 

9, 福岡ソフトバンクホークス 

10. https://www.sci.fukuoka-u.ac.jp/chem/index.html 

 

 

https://www.cdw-life-science.com/
https://www.sci.fukuoka-u.ac.jp/chem/index.html

